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   学校評価アンケートについて（協力のお願い） 

 初秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御清祥のこととお喜び

申しあげます。日ごろより、本校の教育活動に御理解と御協力を賜り、厚くお

礼申しあげます。 

 さて、本校において自己評価及び学校関係者評価を実施することになりまし

た。別紙の学校評価アンケート（保護者用）の回答に御協力いただけますよう、

お願い申しあげます。この結果については公表し、これからの本校の教育活動

に反映させていきます。 

 つきましては、御回答いただいたアンケート用紙は、配布に使用した封筒に

入れて封をして、お子様を通じて１０月６日（水）までにクラス担任まで御提

出いただけますようお願い申し上げます。 



【参考】

千葉県立市川北高等学校

平成２２年度 学校教育目標・重点目標
１ 学校教育目標

１ 生徒が心身ともに健康で、自立した社会人になるために必要な基礎基本となる

資質（基礎的な学力、進学に対応する学力・基本的生活習慣・豊かな人間性・健

全な規範意識・持続可能な社会の形成に参画する態度）を身につける。

２ 自己の個性や能力を伸ばし、たくましく心豊かな人間力を付けるとともに進路

志望の実現ができるようにする。

３ 生徒が学校に誇りや愛着を持ち、日々の学校生活に充実感を持つ指導に努める。

２ 重点目標（目指す生徒像）

（１）学習指導

家庭学習で授業準備をし、真剣に授業に取り組む生徒

・学習を学校生活の中心に据え、学習への目的意識を持つ。

・学ぼうとする前向きな姿勢、真摯な態度を以て授業に取り組む。

・学び得たことを定着させ、さらに発展応用させるよう努力する。

（２）生徒指導

ア 基本的生活習慣を確立し、学校生活に積極的に取り組む生徒

・頭髪や身だしなみを整える。

・時間を守る。（遅刻しない。授業に遅れない。）

イ 社会の規律を守り、規範意識を持って行動する生徒

・あいさつをし、礼儀をわきまえ、他人を思いやることができる。

・交通ルールを守り、法令違反行為（喫煙、飲酒など）をしない。

（３）生徒会・部活動等

生徒会・委員会、学級活動や部活動に積極的に取り組む生徒

・人間関係の在り方を学ぶ。

・目標の達成に協力して取り組む。

・体力や特技を伸ばす。

（４）進路指導

ア 進路志望の実現のため、早くから十分な準備をする生徒

・自己の適性・興味関心を高める。

・早期に進路設計を立て、家庭内でも十分に話し合う。

・進路ガイダンス等をとおして、進路の学習を進め、職業観・勤労意識を深める。

イ 進路志望の実現のため、学力と生活態度の向上を目指す生徒

・計画的な家庭学習に取り組み、進路講座・補講を積極的に受ける。

・模擬試験を積極的に受け、実力を把握する。

・小論文を書く練習を早くから始める。きちんとした生活習慣を身に付けて面接

に臨む。

３ 指導目標値

（１）各学年とも、１、２学期の学習成績不振者数を１０％以上減らす。

（２）年間の遅刻者数を１０％以上減らす。

（３）卒業時の進路決定者数（進学浪人を除く）を９０％以上にする。また、上級学校

への現役合格率を増加させる。

（４）部活動は、１年次の１学期、全員加入を目指す。また、２学期末における学校全

体の部活動加入率７０％以上を目指す。

（５）本校の頭髪指導の基準に達しない生徒がゼロになることを目指す。



千葉県立市川北高等学校 

平成２２年度 学校評価アンケート （保護者用） 

 本校に関する次の質問項目について、A～E のあてはまるものに○印をつけてください。 

 A：そう思う  B：ややそう思う  C：どちらともいえない・わからない 

 D：あまりそう思わない  E：まったくそう思わない 

            （お子様の学年をご記入ください。） 

              

 評 価 項 目 評価欄 

１ 本校の教育目標・重点目標等の学校の取組を理解している。 A B C D E

２ 本校職員は協力し、熱意を持って日々の教育活動にあたっている。 A B C D E

４ 本校は PTA・地域への広報活動等を通じ、開かれた学校づくりに努めている。 A B C D E

５ 本校では保護者との連絡や意思疎通をきめ細かく行うように努力している。 A B C D E

６ 本校職員は、保護者や生徒の相談に適切に応じてくれる。 A B C D E

７ 本校の授業は、落ち着いた授業環境の中で行われている。 A B C D E

８ 生徒に基礎基本を身に付けさせる、わかりやすい授業が展開されている。 A B C D E

９ 生徒に家庭学習で授業の準備をし、真剣に授業に取り組むようにしている。 A B C D E

10 本校では欠点（1・２年生３０点未満、３年生３５点未満）を持つ生徒を減少

させる取組に力を入れている。 

A B C D E

11 頭髪・服装についての指導により、基準に達しない生徒は減少してきている。 A B C D E

12 遅刻の防止・あいさつ等の基本的生活習慣を定着させる指導に努めている。 A B C D E

13 生徒の登下校のマナーや交通安全等について指導に努めている。 A B C D E

14 生徒が早くから進路の準備ができるように計画的に進路指導がされている。 A B C D E

15 進路志望の実現のため、生徒の学力と生活態度の向上を図る指導が行われている。 A B C D E

16 本校では卒業時の進路未決定者数（進学浪人を除く）を減少させ、上級学校

への現役合格率を増加させる指導に努めている。 

A B C D E

17 学校行事、生徒会活動、部活動は生徒にとって充実したものとなっている。 A B C D E

18 学校施設・設備は、学習環境の面で充実している。 A B C D E

19 本校職員は生徒の健康面に留意し、怪我や病気の際に適切に対応している。 A B C D E

20 子どもは、学校生活に満足している。 A B C D E

〔自由意見欄〕本校がより良くなるためにはどうすればよいのかについて、ご意見やお気づきの

点がありましたら、ご記入ください。 
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